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海外動向調査
北部ドイツ⽔素関連プロジェクト

2022年10⽉21⽇（⾦）
(⼀財)エネルギー総合⼯学研究所

松本俊⼀ 1

＜訪問先＞
8⽉22⽇(⽉) ︓ブレーメン州、ニーダーザクセン州
8⽉23⽇(⽕) ︓ブレーメン州
8⽉24⽇(⽔) ︓シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州
8⽉25⽇(⽊) ︓メクレンブルク・フォアポンメルン州
8⽉26⽇(⾦) ︓ハンブルグ州

北ドイツのウインドファーム⾵景
（シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州）

【添付９】『CO2フリー⽔素普及ネットゼロエミビジョン研究
2022年度 報告書』
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海外動向調査の概要（１）
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〇期間︓令和４年８⽉21⽇（⽇）〜８⽉28⽇（⽇）
〇場所︓北ドイツ５州

1.シュレースビヒ・ホルシュタイン州、2.メクレンブルク・フォアポンメルン州、3.ハンブルク州、4.ブレーメン州、5.ニーダーザクセン州
〇⽬的︓ドイツ北部の５州は2019年11⽉に「北ドイツ⽔素戦略」を策定し、2035年までにグリーン⽔素経済の確⽴を⽬指し

ていることから、現地で⾏われている⽔素関連プロジェクト等の実施状況等について、関連施設の視察や関係者との意
⾒交換により調査する。

〇出張者︓松本俊⼀
〇名称︓2022年北ドイツ視察ツアー ⽔素関連プロジェクト・セクターカップリング事業

企画︓在⽇ドイツ商⼯会議所
助成︓ドイツ貿易・投資振興機関（GTAI）、北ドイツ５州（政府機関、他）
参加者︓⽇本出発︔10名（⾃治体︔神⼾市、企業︔千代⽥化⼯建設、⽇⽴造船、岩⾕産業、加地テック、神鋼、三井造船）

現地合流︔６名（企業の海外事務所︔英国２名（伊藤忠、川重）、ドイツ︔4名（トクヤマ、神鋼））
同時通訳者︓２名（レシーバ使⽤）

〇渡航概要︓
・移 動︓往路︔⽻⽥→ミュンヘン→ブレーメン、復路︔ハンブルグ→フランクフルト→⽻⽥、ドイツ国内はバス移動

ウクライナの南側を迂回するコースで往路は国際便14時間半＋国内便１時間。
・空港内︓コロナ前に戻った様に混雑しており、チェックイン、セキュリティ検査、出⼊国審査などは⾏列が続く。
・市 内︓都市部は、夏のバカンスシーズンのため、観光客、家族連れ、学⽣グループなどが多い。

為替レート(141円/€)、物価(サンドイッチ︔約５€、飲み物︔２〜5€。⾷事(中華料理店)︔45€、トイレ︔〜１€など）。
・COVID19関連︓⽇本出国からドイツ⼊国ー出国時は何もなし。⽇本帰国の際に72時間前までのPCR検査での陰性証明を⽰す必要あり。
＜ドイツでのPCR検査は、早朝、サッカー場の⼊り⼝付近に設置されたコンテナで受付、検体採取を実施（喉と⿐）。後⽇、証明書pdfがメール送付された。事前に
スマホ、iPadなどにMySOSをダウンロードしてワクチン接種（３回分）を登録しておけば、陰性証明をアップロードすることで画⾯が⻘に変わる。⽇本に⼊国する
際には、⻘い画⾯を⾒せるだけで、⽌められることがなくスムーズに⼊国できた。＞
なお、出張中に⽇本帰国時のPCR陰性証明の提⽰が、ワクチン接種完了を条件に9⽉7⽇から免除されることが決まった。
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海外動向調査の概要（２）
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〇背景
欧州では、2050年までのカーボンニュートラル達成に向けて⾮化⽯エネルギーへの転換政策を進めており、再⽣可能エネ

ルギーの導⼊や⽔素エネルギーへの移⾏に向けた様々な取り組みを推進している。⽔素エネルギーへの移⾏には、サプラ
イチェーン全般にわたる技術⾯、経済⾯などの多くの課題があり、産学官が連携して、製造コストの低減化、輸送・貯蔵
インフラや利⽤機器類の整備などとともに、法規類の整備やPA対応など、様々な取り組みが進められている。また、ウク
ライナ危機以降、エネルギーセキュリティの重要性が⾼まり、⽔素エネルギーへの移⾏政策が加速されている。

ドイツは、欧州域内で最も先進的に脱炭素化政策を推進しており、⽔素サプライチェーンに関連する国家プロジェクトと
して62件を認定しており、今後、EUの補助プログラム（IPCEIなど）によって本格的な展開が期待される。ドイツ北部は、
⼯業地域が多い南部と⽐較して、⽴地上のメリット（⾵況に恵まれた北海・バルト海に⾯しており、⾵⼒発電設備が多く、
港湾施設を備えた物流・経済の中⼼地）を活⽤し、2035年までに⽔素経済の確⽴を⽬指している。

〇主な成果
連邦政府関連機関や各州の担当者の同⾏のもとに北部５州で実施されているプロジェクトサイトを訪問し、プロジェクト

の技術的な内容（設備仕様、稼働状況、課題等）を確認するとともに、関係者との意⾒交換により、政策的な⽀援状況、
将来的な事業化の⾒通し、当⾯の優先課題などを確認できた。

各州では、⽴地条件や既存インフラなどの地域の特⾊を活⽤したプロジェクトを進めており、多くは初期段階であるが、
EUの補助プログラムも決まりつつあり、⼀部は商⽤化に向けた取り組みが進められ、⽇本企業とのコラボに期待してる。

〇その他
⽇本側参加者に⽔素ビジョン研究会の公開資料を提供し、欧州・ドイツの⽔素関連動向の理解が深まるように⽀援した。
同⾏した通訳者２名は、国際会議の同時通訳、NHKドイツ語講座の講師など、経験豊富な超ベテランであり、専⾨⽤語な

どにもスムーズに対応していただいた。
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⽇本側の参加機関等
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医療・新産業本部 新産業部︔関⻄企業と欧州企業のビジネスマッチング神⼾市

欧州CIS化学Gr.︔⽔素及びアンモニア、欧州での⽔素産業の現状と動向の把握、ビジネスチャンスの発掘伊藤忠（英）
⽔素本部︔ドイツのグリーン⽔素プロジェクトの⽅向性の理解（海上輸送や⼤規模⽔素サプライチェーン
の構築に向けての取り組み状況）、協業の可能性の探索岩⾕産業

エンジニアリング部、営業部︔圧縮機の市場調査、協業の可能性の探索（2名）加地テック
現地法⼈︔RWE社と⽔素ガスタービン発電事業での協業、潜在的な顧客との意⾒交換川崎重⼯（英、独）
技術開発本部、機械事業本部︔⽔素利⽤による⼯場の脱炭素化、液化⽔素の冷熱利⽤（気化器）、ハイブ
リッド型⽔素ガス供給システム、⽔素ガス圧縮機（⽇本から２名、欧州事務所から３名）

神⼾製鋼所
KOBALCO Eu

事業創造部炭素循環事業室︔CCU研究開発プロジェクトを実施中千代⽥化⼯建設

ECO事業部︔アルカリイオン⽔の電解、⽔素製造装置でのドイツ市場への進出可能性探索トクヤマ（独）
脱炭素化事業本部︔⽔電解事業（NEDOーGI事業でMW級⽔電解⽔素製造装置を実証）、他にはメタン化、
脱硝、⾵⼒発電など。⽇⽴造船

産業機械サービス事業部︔⽔素圧縮機、ドイツの⽔素産業でのビジネスチャンスの調査三井造船

＜参考＞
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ドイツ側の機関等
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ドイツ連邦共和国の経済振興機関。ドイツ国内・海外に50以上のオフィスを持ち、世界中にパートナーのネットワー
クを有する。海外市場におけるビジネスチャンスとリスクを顧客ごとに分析し、グローバルな競争を展開するドイツ
の中⼩企業をサポートする。120カ国以上に関する包括的な情報により、ドイツの輸出経済の成功のための知識の基礎
を提供する。

Germany Trade & 
Invest
（GTAI）

⽔素オフィスは、ブレーメン市とブレーマーハーフェン市において、企業、科学、政府・⾮政府組織の地域・国内・
国際パートナーとともに、⽔素経済の活性化を促進する活動を開始、調整、実施する。

Hydrogen Office 
Bremen

ブレーメン・インベスト社は、ドイツ・ブレーメン州の経済開発公社（WFB Wirtschaftsförderung Bremen 
GmbH）の国際部⾨である。⽔素サプライチェーン分野での新規開発に注⼒Bremen invest
ハンブルク市の公式なビジネス開発機関として、あらゆる問題に関して、ビジネスコミュニティーのための中⼼的で
有能な、そして秘密厳守の窓⼝となっている。ビジネス部⾨全体、特に中⼩企業に対して、情報、アドバイス、サ
ポートを提供している。

Hamburg Invest

メクレンブルク・フォアポンメルン州経済開発局は、幅広い知識と確⽴されたネットワーク、そして⻑年の経験によ
り、投資家の皆様の計画の実⾏を初期段階からサポートする。州内の⾦融機関や企業、関連する政府機関や団体とコ
ンタクトを取り、企業⽴地のオファーを作成し、企業の⽴地選定をサポートする。

Invest in Mecklenburg-
Vorpommern GmbH

グリーン⽔素製造のための⾵⼒発電、経験豊富な研究者、産業界のユーザー、ドイツのエネルギー転換を実現するた
めの輸出⼊に重要な役割を果たす港など、ニーダーザクセンには⽔素経済を成功させるためのすべてが揃っている。

Invest in 
Niedersachsen

シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州におけるビジネス開発および技術移転に関するあらゆる事柄を扱う中⼼的な窓⼝。WTSH GmbH

ドイツ/欧州諸国への市場参⼊のためのパートナーとなり、コンサルタントとアナリストの専⾨チームが、公的機関や
⺠間企業の顧客のために、国際市場開発、市場分析、⽴地マーケティングに関する中⼼的なサービスを提供enviacon international
的確な⾔語橋渡しと賢明な⽂化相談を通じて、⽇本とドイツのテクノロジー企業間の⻑期的な協⼒関係を成功させる
ための、信頼できるパートナー。様々な技術やビジネス分野で18年の経験を持ち、多国籍企業や中⼩企業から厚い信
頼を得ている。

Makoto Takeda 
(Interpreter)

再⽣可能エネルギー業界でキャリアをスタートし、ベルリン⽇独センターではプロジェクトマネージャーとして、東
京のドイツ⼤使館ではスタッフ通訳として業務。現在はフリーランスの会議通訳者。

Mai Rapsch 
(Interpreter)

＜参考＞
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ドイツ連邦共和国 Federal Republic of Germany
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https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/germany/index.html

⼀般事情
1 ⼈⼝︓約8,319万⼈（2020年9⽉、独連邦統計庁）、⼈⼝密度︓約237⼈/km2

（2018年、世銀）
2 ⾯積︓35.7万km2（⽇本の約94％、ベルギー、オランダ、ルクセンブルク、フランス、

オーストリア、スイス、チェコ、ポーランド、デンマークの9か国と国境を接する）
3 ⾸都︓ベルリン（約367万⼈）（2019年、ベルリンーブランデンブルク統計庁）
4 ⾔語︓ドイツ語
5 宗教︓カトリック（27.2%）、プロテスタント（24.9%）、ユダヤ教（0.1％）

（連邦統計庁）

政治体制
1 政体︓連邦共和制

（16州︓旧⻄独10州、旧東独5州及びベルリン州,1990年10⽉3⽇東⻄両独統⼀）
2 元⾸︓フランク＝ヴァルター・シュタインマイヤー⼤統領（2017年2⽉12⽇選出、

3⽉19⽇就任。任期5年）
3 議会︓⼆院制（但し、連邦議会と⽐べ連邦参議院の権限は限られている。）

調査範囲
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北ドイツ５州の訪問先Map
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①ECOMAT①Huntorf

②FAUN

②フラウンホーファー
⾵⼒エネルギーシステム研究所

③ハイデ製油所

③ケムコ―ストパーク

④ロストク

④APEX Group
⑤シンクロトロン研究所

材料研究所、AirBus社天然ガス洞窟貯蔵

FCトラック

⽔電解技術評価

港湾施設

⽔素製造・貯蔵、
⽔素ステーション

PEM電解実証他

合成メタノール他 シュレースビヒ・
ホルシュタイン州

メクレンブルク・
フォアポンメルン州

ニーダーザクセン州

ブレーメン州

ハンブルク州
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8⽉22⽇（⽉）1⽇⽬︓ブレーメン州、ニーダーザクセン州
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9:30 ミーティング＠ECOMAT（素材研究所）
●ドイツ貿易・投資振興機関(GTAI)︓プログラムの主旨説明
●enviacon︓5⽇間の訪問スケジュール等の説明
●ブレーメン州︓HY-5 北ドイツにおける⽔素戦略
●ブレーメン州︓ブレーメン州の⽔素経済
●航空関連事業における⽔素活⽤事例（ゼロエミッション航空機の開発）
●液体⽔素(LH2)試験センターの紹介（液体⽔素の展開に向けた部品や機器の試験）

11:30 施設⾒学
●ECOMAT︓炭素繊維強化材料の開発、次世代材料としてのCFRP開発他
●Airbus社︓ロケット開発施設、国際宇宙ステーションモデル、航空機製造⼯場他

14:00 移動（フントルフ(Huntorf)のEWE社まで）農村地帯、製鉄所、多くの⾵⼒発電
15:00 ミーティング＠EWE社（ガス事業者）

●Clean Hydrogen Coastline (IPCEI)プロジェクト（⽔素製造・貯蔵・活⽤）
●RWE社・川崎重⼯業株式会社共同プロジェクト（RWEの⽔素製造、KHIの⽔素ガスタービン発電34MW＠Lingen）
●Get H2 Nukleus (IPCEI)プロジェクト（グリーン⽔素インフラ）
●エムスランド地⽅の⽔素プロジェクト（45件、再エネ、陸上⾵⼒、太陽光、バイオマス発電、熱供給他）
●ニーダーザクセン州副⾸相挨拶︓2019年の訪⽇がきっかけで「北ドイツ⽔素戦略」を策定し、グリーン⽔素経済を

⽬指している。州内に⾵⼒発電、岩塩洞窟、港湾施設があり、学術専⾨家が多いことがメリット。⽇独共同プロ
ジェクトを推進中。さらなる協⼒に期待。

16:45 施設⾒学＠EWE社
●天然ガス貯蔵システム︓２系統（オランダからのLガス及びHガスを受け⼊れて岩塩洞窟に貯蔵し、TSOライン（⾼

圧ガス導管）に供給。Lガス系統を⽔素に転換するための検討により、実⽤化の⾒通しを得ている。）
18:15 ホテル着、移動→19:00レセプション会場→23:10ごろHotel着

プレゼン⾵景

施設⾒学⾵景
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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天然ガス貯蔵システム
EWE GASSPEICHER GmbH（フントルフ、Huntorf)

1717

EWE社はドイツおよび欧州のガス市場の主要な貯蔵施設オペレーターの1つである。本社はオルデンブルクにあり、天然ガス
貯蔵能⼒は、ドイツ北⻄部のJemgum、Nüttermoor、Huntorf、およびベルリン近くのRüdersdorfの天然ガス岩塩洞窟貯蔵
庫に分割され、合計で約20億m3の貯蔵能⼒を有する。

https://www.ewe-gasspeicher.de/home/unternehmen

Jemgum、Nüttermoor、Huntorfはエムス・ヴェーザー・エルベ地域の輸送系統に、
Rüdersdorfはブランデンブルク州の輸送系統にそれぞれ接続されている。

概要天然ガス貯蔵施設
イェムグムは、ドイツとオランダの天然ガス市場で優れ
た⽴地場所にある。ドイツの市場エリアである Trading 
Hub Europe (THE) からオランダの TTF まで、多くの⼤
規模な輸送システムと⾼カロリーガスの輸⼊ポイントへ
のアクセスを提供している。
ニュッテルムは、21 の岩塩洞窟で構成され、⼤部分は
Lガス貯蔵⽤に設計されている(約1/5がHガス貯蔵)。

イェムグム、
ニュッテルムーア
（東フリジア）

フントルフは、L-ガス貯蔵能⼒のために設計された 7 
つの洞窟で構成されている。

フントルフ
（ヴェーザマーシュ地区）

2007年12⽉操業開始リューダードルフ
（メルキッシュ・オダーランド地区）

Huntorfサイト
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9:00 ミーティング＠ファウン・ウンベルトテクニーク社(廃棄物収集・清掃⾞メーカー)
輸送分野（FC⾞両等）での⽔素利⽤
●ニーダーザクセン州︓⽔素エネルギーへの取り組み概要の説明
●ニーダーザクセン州イノベーションセンター︓助成⾦の審査、技術リスク評価を実施
●⽔素ネットワーク︓「⽔素の国」ニーダーザクセンでは80のプロジェクトを推進
●FAUNグループ︓会社概要、燃料電池で⾛るごみ収集⾞「Bluepower」の製造
●⽔素技術の農業への展開︓⾵⼒発電や農業残差による⽔素製造、農業機械での利⽤

10:30 施設⾒学
●FAUN社︓廃棄物収集⾞（FC⾞両）の試乗、⽣産⼯場の⾒学

12:30 移動（ブレーマーハーフェンへ）
プロジェクトサイトの視察

13:15 ●フラウンホーファー⾵⼒エネルギーシステム研究所
⽔電解装置試験場 (⾵⼒発電と各種電解装置を組み合わせて評価するための試験施設)

14:00 移動
14:20 ●ttzブレーマーハーフェン

E-Fuel関連プロジェクトサイト（反応触媒等の開発）
15:00 移動
15:20 ●マイクログリッド試験センター＠ブレーマーハーフェン単科⼤学

再エネ電⼒による⽔素製造・貯蔵・発電システムをコンテナ内に設置・運⽤
16:30 移動（ハンブルクへ）
18:40 ハンブルク着
19:00 州関係者とのネットワーキング→21:︖︖

8⽉23⽇（⽕）2⽇⽬︓ブレーメン州

18

FAUN社

マイクログリッド試験センター

フラウンホーファー研究所

P2G2P実証
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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8⽉24⽇（⽔）3⽇⽬︓シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州

21

9:30 ミーティング＠ハイデ製油所ビジターセンター
●ハイデ製油所の概要︓⽯油化学やセメントなどの産業におけるCO2
排出の削減に向けたプロジェクトを推進
●HyScale100︓⼤規模合成メタノール⽣産（IPCEI決定後に実施予定）
●Westküste100/⻄海岸100︓30MW電解設備（ドイツ最⼤、スタック
サイズは３MW、補助事業として実施中）

10:20 施設⾒学
●ハイデ製油所（バス内から）

11:20 移動（ブルンスビュッテルへ）⾄る所に⾵⾞あり。所々にPV。
12:30 ミーティング＠ケムコ―ストパーク

●現地プロジェクトの紹介︓産業集積地、LNG及びグリーンNH3の輸
⼊基地、パイプラインの整備計画

●Aquaventus︓洋上⾵⼒発電由来の⽔素製造
●Yara社︓肥料産業におけるグリーンアンモニアの活⽤

14:20 施設⾒学＠ケムコ―ストパーク内
●Hydrogenics社のPEM電解設備︓２スタックで450Nm3-H2/h, 

30bar。製造した⽔素は、隣接する⽔素ステーションで利⽤、60bar
に加圧して天然ガス導管（TSO）に供給（規制上限は10%ｰH2）。

15:50 移動（ロストックへ）
19:30 ホテル着→移動→20:00レセプション会場→23:00ごろHotel着

ハイデ製油所

Hydrogenics社のPEM電解設備

TSO: (Gas) Transmission System Operator、ガス輸送事業者（⾼圧導管の運営会社）
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Heide地域の概要

22
注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤

・サイト内の380kv変圧器ステーション
・岩塩洞窟でのオンサイト⽔素貯蔵
・地域需要先への⽔素供給
・Brunsbuttelへの⽔素のパイプライン接続

Brunsbuttel



Copyright; 2022 IAE. All rights reserved.
23

注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤

ハイデ地域の 2 つの重要な産業である⽯油化学とセメントを脱炭素化するための⽔素と e-メタノールの⼤規
模⽣産を実現するためのプロジェクト（EUレベル）
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤

地域の⽔素経済を産業規模にマッピングし、スケールアップする異業種パートナーシップによる検討
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ブルンスビュッテルの概要＠ケムコ―ストパーク
産業集積地、LNG及びグリーンNH3の輸⼊基地、パイプラインの整備計画

26
注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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Hydrogenics社のPEM電解設備（参考資料）

27

Brunsbuttleに設置された設備（2.4MW、2017年）と類似の設備構成

Hydrogenicsプレゼン資料（2019年10⽉）より引⽤
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8⽉25⽇(⽊）4⽇⽬︓メクレンブルク・フォアポンメルン州

28

7:45 PCR検査
8:45 港湾施設⾒学（ロストック河川港からロストック港まで）

ロストック港湾会社CEO、インベスト・イン・メクレンブルク・
フォアポンメルン州経済振興公社担当者が案内

10:30 ロストック港周辺の産業エリアの視察
100MW級の⽔電解装置、洋上⾵⼒発電由来の⽔素製造テスト・フィールド

11:00 移動（ラーゲへ）
11:35 ミーティング＠APEX Energy社

●⽔素ハブを構成する⽔素製造・貯蔵技術の紹介
11:50 ⼯場内の⾒学

●⽔素貯蔵タンク類︓タイプ４(60bar, 150bar)
●⽔素製造設備︓アルカリ電解(2MW) 3年前に設置。現在はPEMを採⽤。
●⽔素ステーション︓FCV及びFCトレーラ⽤

14:15 ミーティング＠APEX Energy社
メクレンブルク・フォアポンメルン州の企業・機関による⽔素プロジェクトの紹介
●WEMAG社︓グリーン⽔素燃料で⾛る商⽤⾞・市バス
●INPグライフスヴァルト、ライプニッツ・プラズマサイエンス＆テクノロジー研究

所︓再⽣可能エネルギーによる分散型アンモニア⽣産
●ロストック再⽣可能エネルギー研究所(IWEN)︓洋上⾵⼒発電所、⽔素蓄電システム
●メクレンブルク・フォアポンメルン州の企業とのネットワーキング

15:30 RHODIUS社︓⾃動⾞⽤部品⼯場（APEXからの⽔素によるCN⼯場として整備中）
16:00 移動（ハンブルグへ）
18:40 ハンブルグ着→19:00レセプション会場→22:00ごろHotel着

ロストック港

APEX Energy社の⽔素製造設備
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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8⽉26⽇（⾦）5⽇⽬︓ハンブルク州

33
https://iwen-energy.org/en/index.html

9:00 ミーティング＠ドイツ電⼦シンクロトロン研究所
●研究所のR＆Dプロジェクト
●ハンブルグ地域の⽔素社会構築に向けた取り組み概要
●産学連携の実施例

10:00 シンクロトロン施設⾒学（X線放射光施設 PETRA III）
11:00 ミーティング＠ドイツ電⼦シンクロトロン研究所

●DLRにおける⽔素航空機関連の開発
●FCトラックの製造

12:15 移動（Hamburg Hafen Klubへ）
13:15 ハンブルク州の企業関係者との交流会
14:00 総括ミーティング
15:00 閉会の挨拶、ホテルへ移動
16:00 解散（⾃由⾏動）→PCR検査結果のアップロード、資料整理など
18:50 ⽇本チームの解散会（有志）→繁華街の散策→22:00ホテル着

ドイツ電⼦シンクロトロン研究所

３Dプリンティング材料の分析
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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RE資料

注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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IPCEIスキーム

1.重要な市場の失敗を実証的
に克服すること

2.21の加盟国の関与
3.加盟国や産業界レベルでEU
経済・社会に貢献する具体的
な波及効果を実現

4.マイクロエレクトロニクス
と電池⽣産（ギガファクト
リー）でIPCEIアプローチが
成功

5.IPCEI⽔素は現在も進⾏中

採択されたプロジェクトの数
が多いため、対策は「波動ス
キーム」として束ねられ、
EUに通知される予定。

-テクノロジーとインダスト
リーの波が通知プロセスに
⼊っている。

-グリッド・オペレーターとモ
ビリティ＆トランスポートは
準備中。

注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤

HS資料
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤

HS資料

2024年までにEU内
に６GWの電解設備
の導⼊を⽀援し、⽔
素100万トンを⽣産

2030年以降、再エネ⽔
素は、脱炭素が困難な
すべての分野で代⼦簿
に導⼊される。

2025年から2030年にかけて、少なくとも40GWの再⽣
可能⽔素電解槽と、EU域内で最⼤1000万トンの再⽣可
能⽔素を製造し、⽔素が統合エネルギーシステムの本
質的な⼀部となる必要がある。
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航空がもたらす気候への影響のうち、CO2排出によるものは半分以下

39

気候への影響要因︓
- 排出物の種類
- 排出物の量
- ⾼度
- 緯度
- ⼤気条件

注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤

DLR資料
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DLR資料

注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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DLR資料

注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤



Copyright; 2022 IAE. All rights reserved.
43

CL社資料

注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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注︓打合せ時のプレゼン資料より抜粋引⽤
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まとめ

45

〇北ドイツ５州で⾏われている⽔素関連の取り組み状況を把握することができた。
各州の⽴地条件や既設インフラを活⽤しながら、⽔素サプライチェーンに関する多くのプロジェクトが計
画・推進されており、今後の⽔素社会構築に向けて、⽇本との協⼒に期待していることを確認した。

〇⽔素サプライチェーン全般に関する具体的な取り組み状況
・再エネ由来の⽔素製造（アルカリ及びPEM電解）と⽔素の導管供給（TSOレベルの⽔素ブレンド）
・海外からの輸⼊のための港湾整備（計画）
・⽔素貯蔵システム開発（天然ガス⽤岩塩洞窟の⽔素への転換）
・各種の⽔素利⽤技術の開発と商⽤化

ー産業分野︔⽔素発電、熱利⽤、産業⽤FC、カーボンニュートラル⽣産設備の整備（⾃動⾞部品⼯場）
ー輸送分野︔⼤型FCトラック、船舶（アンモニア利⽤）、航空機（液⽔利⽤）
ー⺠⽣分野︔⺠⽣⽤FC

所感
・2020年2⽉の欧州出張から2年半ぶりの海外出張であった。
・ドイツ政府関係機関が主催するツアーに参加し、⾏程、訪問先などロジ関連の対応がスムーズであり、効率

的な情報収集を⾏うことができた。（盛りだくさんでタイトな⾏程でもあった。）
・各州とも、国と地域の関係機関（産学官）が連携し、⽔素社会の構築に向けて積極的に取り組んでいること

を実感した。EU補助（IPCEI）の決定が進み始めており、今後、様々なプロジェクトが本格的に開始されるこ
とから、さらなる進展と課題の顕在化やその対策に関する検討が進むことが期待される。

・これらの動向を参考に、⽇本の実情に応じた⽔素社会の構築に向けて取り組む必要があると考える。
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ご清聴ありがとうございました。
ハンブルグ_エルベ川の⾵景
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参考資料

47

〇北ドイツ５州の⽔素戦略
〇ドイツの再⽣可能エネルギーの普及
〇ドイツにおける電⼒網の拡張

2035年までに⾼圧送電網の巨⼤な拡張が必要
〇新たな⽔素インフラ

ドイツの産業界に供給するためのパイプラインネットワーク
〇ドイツのケミカルパーク
〇⽔素IPCEI 欧州共通の重要プロジェクト
〇エネルギー転換期における⽔素技術

1.アクアヴェンタス洋上電解プラント構想
2.リンデによる世界最⼤の⽔素電解槽の建設
3.シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州の実証試験場「Westküste 100」
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北ドイツ５州の⽔素戦略
Norddeutsche Wasserstoff strategie（2019年11⽉7⽇）

48

北ドイツは、グリーン⽔素経済を構築するための独⾃の⽴地上の利点がある。
 陸上・洋上⾵⼒発電の発電能⼒が⾼く、さらなる拡⼤の可能性
 ⽔素貯蔵のための地下地層
 輸⼊ターミナルを持つ物流・経済の中⼼地である港湾施設は、今後、グリーン⽔素や合成エ

ネルギー源の輸⼊・流通、⽔素の利⽤、⽔素技術・部品の輸出において重要な役割を果たす
 海運会社と科学的専⾨知識
 北ドイツにある6つの「エネルギー転換の実験場 (Reallaboren der Energiewende)」では、⽔

素の取り扱いについて豊富な経験を持つ企業が、さらなるノウハウを蓄積していく

北ドイツ⽔素戦略は、国家を超えた集中的な協⼒と、産業界、科学界、⾏政界の精⼒的な関係者の広範かつ建
設的な参加の結果であり、2035年までに⽔素経済の実現を⽬指す。

https://norddeutschewasserstoffstrategie.de/wp-content/uploads/2020/11/norddt-H2-Strategie-final.pdf
北ドイツ５州︓1.シュレースビヒ・ホルシュタイン、2.メクレンブルク・フォアポンメルン、3.ハンブルク、4.ブレーメン、5.ニーダーザクセン

北ドイツ５州は、経済政策によって、この地域に拠点を置く企業やこれから設⽴する企業に魅
⼒的な⽴地条件を提供し、この地域における価値創造と適格な雇⽤を維持し、新たな雇⽤を創
出することを⽬指す。イノベーションと経済成⻑のためのインセンティブを提供し、ビジネス
拠点としての北ドイツを強化する。グリーン⽔素経済の発展は、野⼼的な経済政策の継続でも
ある。

参考資料
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ドイツの再⽣可能エネルギーの普及

49
THE GERMAN ENERGY MARKET - Current Status and Opportunities -, AUGUST 2022, Heiko Staubitz, Germany Trade & Invest

参考資料
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ドイツにおける電⼒網の拡張
2035年までに⾼圧送電網の巨⼤な拡張が必要

50
THE GERMAN ENERGY MARKET - Current Status and Opportunities -, AUGUST 2022, Heiko Staubitz, Germany Trade & Invest

参考資料

⻘⾊︓交流
緑⾊︓直流
実践︓既設補強
破線︓新設直流

新設

直流
既設補強
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新たな⽔素インフラ
ドイツの産業界に供給するためのパイプラインネットワーク

51
THE GERMAN ENERGY MARKET - Current Status and Opportunities -, AUGUST 2022, Heiko Staubitz, Germany Trade & Invest

参考資料

⻘⾊︓2030年までの計画
緑⾊︓将来計画
実線︓天然ガスからの転換
破線︓新設
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ドイツのケミカルパーク

52
https://www.gtai.de/en/invest/industries/industrial-production/chemicals-materials/chemical-parks-in-germany

ドイツの化学製品⽣産環境は、クラス最⾼の物流イ
ンフラの恩恵を受けている。主要な化学炭素源であ
る原油は、パイプラインの⾼度なネットワークに
よって分配される。年間 1 億 1,500 万トンの総⽣産能
⼒を持つ 13 の製油所と、世界の⽣産能⼒の 3% に相
当する 8 つのスチーム クラッカーが、国の化学産業
に必要なすべての構成要素を供給している。
ドイツで毎年輸送される 1 億 4,500 万トンの化学物質
のうち、36% がパイプラインで輸送されている。主
要なケミカル パークは、国内でエチレンなどの原材
料を輸送するパイプラインを介して相互に接続され
ており、ベルギーやオランダを経由して近隣の化学
⽣産センターやヨーロッパの北⻄部の港に接続され
ている。また、⽔素、⼀酸化炭素、塩化ビニル モノ
マー (VCM)、および酸素のパイプラインが、専⾨的な
⽣産に焦点を当てたケミカル パーク間にある。
ケミカル パーク マップは、各⽣産拠点で利⽤可能な
原材料リソースの概要を⽰し、個々のケミカル パー
クの場所に関する詳細にアクセスできる。
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⽔素IPCEI 欧州共通の重要プロジェクト
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エネルギー転換期における⽔素技術
１．アクアヴェンタス洋上電解プラント構想
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エネルギー転換期における⽔素技術
２．リンデによる世界最⼤の⽔素電解槽の建設
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エネルギー転換期における⽔素技術
３．シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州の実証試験場「Westküste 100」
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